
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  □とかしきまつり  □とかしきマラソン  □渡嘉敷大綱曳き  □渡嘉敷区・阿波連区ハーリー  □親子ふれあい餅つき大会   □村内各種スポーツ大会  □とかしき村文化祭  □学校行事への協力  □とかしき駅伝  □美ら島美化清掃 

★社会の要請に応える体験活動事業 
□無人島アドベンチャーキャンプ 2023（長期自然体験） 
  ※開所 50周年記念冠事業として 9泊 10日で実施予定 
□親子で書道体験 in とかしき 
 
★課題を抱える青少年の支援事業 
□とかしきチャレンジキャンプ（児童養護施設対象事業） 
□のびのび自然体験 in とかしき（母子家庭対象事業） 
□いきいき自然体験キャンプ（不登校児童生徒対象） 

次代を担う青少年の自立に向けた健全育成事業 

令和５年度 国立沖縄青少年交流の家 事業構想図 
機構スローガン 

本年度の基本方針 

国立沖縄青少年交流の家の特色 

〇体験活動重点化改革の促進及び特色化の推進 〇関係機関との連携・連動の強化 〇業務・運営の効率化 

〇開所 50周年記念事業の開催 

☆基地跡地平和利用のシンボル 平和な社会の担い手の育成、先人の想いを次世代に繋ぐ平和教育の拠点 

☆慶良間諸島国立公園の自然 大自然を活かした海洋体験と環境学習、特色ある景観を活かした感動体験の拠点 

☆非日常体験をとおしたふれあい 生命の息吹を体感し生きる喜びと好奇心醸成の拠点 

☆フィールドを活用した自己啓発 日常生活の原点を見つめ、知識と知恵を活用した生き方へ立ち向かう拠点 

 

体験活動を通した青少年の自立 （第 ４期 中期目標期間 ）  

教育テーマ 『探求心からはじまる「ひと、自然」へのアプローチ、未来に向けた「共生・共存」へのチャレンジ』 

 「成就感」・「達成感」・「探求心」・「主体性」・「共生・共存」 

●サンゴスノーケリング【環境学習体験活動ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ】対象：小学 5・6年生 120名まで 
□スノーケリング技能の習得   器材装着と使用法、バディーシステム、生き物への配慮等 
□サンゴのテリトリーウォーズ   カードゲーム方式でサンゴの成長と環境要因について学ぶ  
□サンゴ礁ウォッチング       活動エリア内におけるサンゴの観察 
 
●教科と関連付けた体験活動プログラム(学習指導要領準拠) 
□小学５  ６年 特別の教科   道徳  『 平和学習 』  
□中学１～３年 総合的な学習の時間  『 サンゴを通して学ぼう！人とサンゴの過去・現在・未来 』 
 
●海洋体験プログラム［海洋研修場］ 
□体験スノーケリング    □大型カヌー    □スーパーフロート    □オープンカヤック   □水泳 
 
●野外体験活動［キャンプ場］ 
□テント設営（宿泊）     □野外炊事    □火起こし体験       □キャンプファイヤー 
     

（１）主要事業          □遊びリンピック in沖縄 2023        
（２）交流の家公募事業    □親子で自然体験 in とかしき〈障がい児対象〉   □とかしき通学合宿  □とかしきキッズフェスタ  
（３）加盟団体公募事業    令和 5年度   □手作りしめ縄体験（県立玉城）  □無人島キャンプ（県立糸満）  □科学体験講座（県立名護） □カーサームーチーづくり（県立石川） □親子カヌー体験（やんばるエコツーリズム研究所） 

□オーバーナイトウォークラリー（ボーイスカウト）   □ファミリーキャンプ（キャンプ協会） □赤ちゃんとお母さんのためのデイキャンプ（よみたん自然学校）  

渡嘉敷村行事における連携・協力 

地域ぐるみで「体験の風をおこそう」運動 in沖縄 【沖縄県体験の風をおこそう運動推進協議会】 

◇ 主 な 主 催 事 業 及 び 活 動 プ ロ グ ラ ム ◇ 

☆研修の充実 

〇教育事業の満足度８０％以上    〇リピート意向度７３％以上  〇平和、自然、歴史・文化の活用 

〇活動プログラムの開発と普及啓発 〇自己財源確保プログラム検討 〇教育的環境の整備と安全管理の徹底 

☆利用者確保と拡大 

〇宿泊稼働率５０％以上  〇関係機関連動強化  〇広報活動の徹底 〇重点的事項の精査と実施 

研修支援における主な活動プログラム 

･ 

キャッチコピー 「新たな自分発見！とびっきり最高の感動体験！マリンブルーとかしき」 

青少年教育指導者等の養成事業 

青少年教育に係る国の動向 

体験活動重点改革 3か年、SDGｓの貢献及び ESD達成、学習指導要領の対応、青少年教育調査研究 等 

本年度の具体的取組事項 

☆個性化・高度化・拠点化の推進⇒体験プログラムを見直し教育効果を高め、事業の精選・効率化を図るとともに職員の資質向上を 
図る。また、社会や利用者ニーズに最大限答えられる施設運営に努める。 

☆関係機関と連携・連動した諸支援体制の確立⇒関係機関等の諸事業への連動を図るための方策検討会を実施し、相互連携を深
め、県内体験活動の活性化に努める。 

☆自己財源確保と稼働率向上の推進⇒自己財源確保を踏まえた新しいプログラムの開発と SNS等を活用し範囲を広げた広報活動
の充実を図り、利用者確保に努める。 

☆周年事業の開催⇒準備委員会をとおして綿密な計画を立案し、満足度の高い行事として開催できるよう努める。 
☆安全管理の徹底⇒安全管理担当者の配置、新型コロナウイルス感染症の感染防止、海洋研修等の研修活動や職場における安全

管理の徹底 

特色ある活動のキーワード 

重点目標 
 

★全国高校生体験活動顕彰制度・地域探究プログラム 
□オリエンテーション合宿 in とかしき 
 
★特色あるプログラム事業  
□美ら島サンゴ大作戦 （特色化事業・ESD事業） 
 
★実践研究及び防災・減災教育事業 
□体験！どきどき防災キャンプ(国土強靭化事業) 

★ボランティア養成・研修事業 
□とかしきボランティアスクール 
□わくわく自然体験 in とかしき(ボランティア自主企画事業) 

 

★自然体験活動指導者養成事業 
□NEAL リーダー養成事業  


